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レセ電システム⑥・⑦画面を利用した審査口審査事務共助システム(標準システム)
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調剤 長酬点数

審査・点検項目(抜粋 )

1。 調剤技術料
>調剤基本料口調剤料
>自家製剤加算口嘩下困難者用製剤加算 (双方で)

>麻薬日向精神薬・         剤加算壼 量混含
調斉彗力日算″虜家:                   `… |)

>一夕fヒカ目算            等ヽ

2野峠 劉 騨
■   >薬斉lI見風用歴       メ            算

>″発医薬品情報提供料、服薬情報提μ〃

>外
>″宅庁者薬剤訪″彗理事旨導

3.薬剤料
43特定保険医療材料
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ノの精 ダ″だつι:で

割合について

件数…合計の
「
返戻件数十請求件数」

点数…合計のI返 戻点数÷請求点数」

数…合計の「増件数十請求件数」

数…合計の「増点数÷請求点数」

:数 …合計の「減件数■請求件数」

数…合計の「減点数÷請求点数」

減件数…合計の「増減件数÷請求件数」

減点数…合計の「増減点数÷請求点数」
4

22年 6月 審査分 国保 退職 老人 後期 割合 合計

返戻

増件

増点

減件

増

増

請求件数 1:7881837 70,558 45 1=148,180
/

3.007=620

請求点数 1.771.891,849 79,944,616 60,681 1・ 510,762,320 3,362,659,466

返戻件数 31021 340
ｎ
Ｕ 824 0.1391% 編

返戻点数 3,549,287 3951557
ｎ
ｕ 1,6581929 0.1666%

ー
5,603,773

増件数 38
ｎ
ｕ 1

１
■

■
■ 0,0028% 83

増点数 5,653
ｎ
Ｕ 202 3,091 0.0003% 8,946

減件数 783 44
ｎ
Ｕ 2,586 0.1135% 31413

減点数 521102 2.295
ｎ
ｕ 54,424 0.0032% 編

増減件数 821
■
■

■
■ 1 21630 0,1162%

ー
3,496

増減点数 46t449 2=295 -202 51,333 0.0030% 99,875



支払基金

調剤報酬専門役 2名

調剤レセプトの事務共:助 のみ
で一次審査には関われない



審査支払機関間の今後の課題

9名 の審査委員が、連合会職員を活用して事務共助を
推進し、最大限の対応を行つてはいるが.¨

・ 増加する明細書のより適正な審査のためョ処理

対象数に見合つた国保審査委員の増員

・ 支払基金への薬剤師審査委員の適正数の配置

・ 均質な審査、審査基準設定のための両審査支払  ¬

機関間での定期的な連絡調整

・ 査定率のみを基準としない審査支払機関の評価

・ 医科・歯科から独立した調剤部会の設置
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